
■熊野川減災協議会　取組項目進捗状況アンケート結果（R7）

【取組機関・オブザーバー】 【種別】　

　・基礎継続：これまでに実施してきた取組の継続・更新

　・応用：これまでに実施してきた取組を応用させた取組で、具体の取組内容が概ね定まっており、目標期間内に適宜進めていく取組

　・発展：これまでに実施してきた取組を発展させた取組で、具体の取組内容は未定であり、検討、調整を経て、進めていく取組

【種別】

柱①：水害リスク情報等の更なる充実と自主防災意識の向上による安全な住民避難等の実践

実施中 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 未実施 実施中 実施中

・ 関係市と のホッ ト ラ イ ン
を 構築済みで、 R7. 5月の洪
水対応演習時に、 ホッ ト ラ
イ ン の訓練を 実施し 、 河川
管理者と 関係市で連携でき
る こ と を 検証済み。
・ 今後、 必要に応じ 改善を
行っ ていく 予定。

洪水時のホッ ト ラ イ ン 等
によ る 連携会議の検証。

洪水時のホッ ト ラ イ ン 等
によ る 連携会議の検証。

電話・ FAX等で放水量の情
報を 連絡（ R6） 。

県管理の水位周知河川
（ 熊野川、 板屋川） にお
いて、 ホッ ト ラ イ ン を 構
築し 、 運用し ている 。

台風第15号に伴う 紀宝町
タ イ ムラ イ ン 連携会議を
実施し 、 各関係機関と の
情報共有を 実施。

産田川、 板屋川のホッ ト
ラ イ ン を 構築。

実施する 機会がなかっ
た。
（ 10月22日現在、 今年度
は洪水予報を 発表し てい
ない。 ）

実施の機会なし 。
紀宝町タ イ ムラ イ ン 連携
会議の実施。
（ 台風第15号）

実施中 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施済

・ 市、 国、 県、 気象台で新
宮市タ イ ムラ イ ン 協定を 締
結し 、 共有済み。
・ R7. 5月の洪水対応演習時
に、 タ イ ムラ イ ン の項目に
ついて訓練を 実施し た。
・ 今後、 必要に応じ 改善を
行っ ていく 予定。

関係機関のタ イ ムラ イ ン
の共有・ 検証・ 改善、 多
機関連携型タ イ ムラ イ ン
の検討。

熊野川流域タ イ ムラ イ ン
（ 県拡大版） の作成。

熊野川流域タ イ ムラ イ ン
（ 県拡大版） の作成
（ R5） 。

県管理の水位周知河川
（ 熊野川、 板屋川） にお
いて、 水害対応タ イ ムラ
イ ン の検証を 行い、 必要
に応じ て更新を 行う 。

・ 台風第15号に伴う 紀宝
町タ イ ムラ イ ン 連携会議
を 実施し 、 各関係機関と
の情報共有を 実施。
・ 台風第15号に伴う 熊野
川流域タ イ ムラ イ ン WEB会
議によ る 危機感共有を 実
施。

熊野市タ イ ムラ イ ン を 運
用。

台風第15号熊野川流域タ
イ ムラ イ ン 連携会議にて
気象説明を 実施し た。

台風時、 紀宝町タ イ ムラ
イ ン 連携会議にて気象説
明を 実施し ている 。

熊野川流域タ イ ムラ イ ン
（ 県拡大版） の運用及び
WEB会議によ る 危機感の共
有の実施。 （ 台風第15
号）

熊野川流域タ イ ムラ
イ ン （ 県拡大版） の
作成。

熊野川流域タ イ ムラ
イ ン （ 県拡大版） の
作成。

計画運休ガイ ド ラ イ
ン を 制定し ており 、
前広な関係機関への
情報提供を 実施し て
いる 。

実施中 実施済 未実施 未実施 実施中 実施中

地域防災計画で広域で避難
者及び傷病者の受け入れ協
定を 締結。
（ 関西広域連合と 九州地方
知事会と の災害時の相互応
援に関する 協定等）

広域避難の必要性の検
討。 （ 風水害時不要）

広域的な受援計画は策定
済である が、 避難対策に
ついては検討段階に至っ
ていない。

・ 北山村は飛び地であ
り 、 周囲を 奈良県、 三重
県に囲まれている ので、
広域での避難対策が難し
い現状。
・ 県境を またぐ 場合の広
域的避難については、 避
難計画の立案などにおい
て、 県、 又は国の支援を
お願いし たい。 （ R6）

・ 熊野川流域の集落につ
いては浸水する 可能性が
高いため近隣市町への広
域避難を 含め検討中。
・ 今後具体的な計画を 作
成する 場合には国・ 県・
避難先市町村のご協力を
お願いし たい。 （ R6）

市田川排水機場周辺地域
の広域防災拠点化の可能
性を 検討。

実施中 実施済 実施済 実施済 実施中

・ R3～R5年度に水害リ スク
情報の空白域の解消に向
け、 洪水予報河川や水位周
知河川以外の一級河川及び
二級河川の洪水浸水想定区
域図を 作成し 、 R6. 3. 29に
当該洪水浸水想定区域図を
公表済み。
・ R5に熊野川の多段階浸水
想定区域図を 作成し 、 公表
に向けて調整中。

浸水実績等の周知（ ハ
ザード マッ プ等） 。

新宮川水系の県管理河川
全てにおいて、 洪水浸水
想定区域図の作成・ 公表
を 行う 。

新宮川水系河川整備基本
方針の見直し に伴う 、 計
画規模の浸水想定区域の
更新。

内外水統合型の多段階の
浸水想定図及び水害リ ス
ク マッ プの作成。

実施中 実施済 実施中 実施中 実施中 実施済 実施済 実施中

・ 水害リ スク 情報の空白域
の解消に向け、 洪水予報河
川や水位周知河川以外の一
級河川及び二級河川の洪水
浸水想定区域図を 作成後、
関係市町村に提供済み。

No4の情報を 活用し た水害
ハザード マッ プ及びWeb版
ハザード マッ プの作成。

R6年度にWeb版洪水ハザー
ド マッ プを 公開Ｒ ７ 年度
に洪水ハザード マッ プを
更新予定。

今年度において、 土砂災
害ハザード マッ プを 作成
中。

県HPによ る ハザード マッ
プの周知。

No4の情報を 活用し た水害
ハザード マッ プ作成済。
今後、 Web版ハザード マッ
プの展開を 検討中。

R2年度に井戸川、 産田
川・ 志原川、 熊野川・ 板
屋川版、 R5年度に熊野宮
川・ 里川・ 久保川・ 湊
川・ 大又川・ 湯谷川・
相ヶ 谷川・ 小又川版を 作
成し た。 同データ を 熊野
市ホームページに掲載し
た。

新宮川水系河川整備基本
方針の見直し に伴う 計画
規模の浸水想定区域図の
更新に伴う 浸水ナビ の更
新。

実施中 実施済 実施中

・ 公表済みの洪水予報河川
及び水位周知河川に加え、
洪水予報河川や水位周知河
川以外の一級河川及び二級
河川の洪水浸水想定区域図
を 作成後、 ホームページ等
で公表を 行い、 情報提供
中。

新宮川水系の県管理河川
全てにおいて、洪水浸水
想定区域図の作成・公
表、プレスリリースを行
うとともに、作成データ
をオープンデータ化し、
情報提供体制を構築す
る。

不動産業者へ情報提供
済。 （ 問い合わせ等）
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【取組機関・オブザーバー】 【種別】　

　・基礎継続：これまでに実施してきた取組の継続・更新

　・応用：これまでに実施してきた取組を応用させた取組で、具体の取組内容が概ね定まっており、目標期間内に適宜進めていく取組

　・発展：これまでに実施してきた取組を発展させた取組で、具体の取組内容は未定であり、検討、調整を経て、進めていく取組

【種別】

　　●：取組対象（主体）　○：取組対象（支援・協力）　　-：取組対象外

基礎継続 ：既存の取組項目を継続（既存取組項目名称の一部更新、既存取組項目の集約を含む）

応用 ：既存の取組項目から、新規取組の追加等を行い、発展

新規 ：新規の取組項目として追加
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　　　※取組対象（主体）は、取組の実施・検討に努める機関であり必ずしも必須ではない

オブザーバー

実施中 実施済 実施済 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中

・ 「 出張！減災教室」 を 実
施。
　 【 令和7年7月: 田辺市、
令和7年9月: 橋本市など】
・ 「 出張！県政おはなし 講
座」 を 実施。 　 【 令和7年8
月: 海南市】
・ 地域防災リ ーダー育成の
ための「 紀の国防災人づく
り 塾」 を 実施。
　 【 令和7年度: 和歌山会場
令和7年10月】
・ 防災授業を 実施。
【 R7. 6. 16に警察、 R7. 8. 5
に消防】

出前講座の実施（ 随時実
施） 。

各種団体から の希望に応
じ 防災学習会を 実施。

防災講演会の実施。 自主
防災組織によ る 避難訓練
の際に村の耐震事業等の
説明を 行っ た。

要請があれば、 出前講座
等を 実施する 。

各種団体等から の要請に
応じ て、 防災学習会を 随
時実施。

自主防災会、 自治会等に
おいて、 防災講話、 勉強
会を 実施。

5月には初任者の自治体職
員、 防災担当者に対し て
防災講習会を 実施し た。
また、 学校や要配慮者等
関連事業者、 消防や警察
関係等から の依頼を 受け
て出前講座を 随時実施し
ている 。

・ 市町職員を 対象と し た
防災研修及び気象防災
ワーク ショ ッ プを 実施し
ている 。
・ 学校、 自治会等に出前
講座を 実施し ている 。

・ R6. 11. 14熊野川中学校
防災授業実施済み。
・ R7. 12. 8熊野川中学校防
災授業実施予定。

実施中 実施済 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中

・ 市町村における 「 避難対
策ワーク ショ ッ プ」 の開催
を 支援。
・ 市町村が実施する 避難誘
導灯の設置など避難路整備
に対し て「 わかやま防災力
パワーアッ プ補助金」 にて
支援。

避難所看板の設置。
市の防災訓練のほか、 各
自主防災会での訓練を 実
施する 。

村全体での防災訓練を 11
月5日に実施予定。

・ 全町で実施する 防災訓
練のほか、 各自主防災組
織単位での訓練を 実施。
・ 井田地区風水害タ イ ム
ラ イ ン 作成に伴う ワーク
ショ ッ プを 開催。

R4年度は井戸川流域で
「 Myまっ ぷラ ン ＋」 を 実
施し マイ タ イ ムラ イ ン 作
成。 R5年度は紀和町板屋
川流域で実施。 R6年度は
飛鳥町大又川流域で風水
害対策の講話・ ワーク
ショ ッ プを 実施。

防災訓練に参加依頼が
あっ た場合は参加し てい
る 。

市町の防災訓練等に参加
し ている 。

各市町等への防災訓練へ
の参加。

実施中 実施済 実施済 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中

・ 市町村地域防災計画に要
配慮者利用施設が記載さ れ
ていない場合は、 適宜指
導。
・ 市町村に対し 、 定期的に
避難確保計画、 避難訓練の
実施状況の調査を 行い、 避
難確保計画の作成等を 促し
た。 また、 説明会の開催時
などあら ゆる 機会を 通じ
て、 施設管理者の取組を 確
認・ 指導。

要配慮者利用施設での避
難確保計画の作成、 避難
訓練の実施。

要配慮者利用施設での避
難確保計画の作成、 避難
訓練の実施。

自主防災組織によ る 避難
訓練を 行っ た際に、 要支
援者への声掛けを 行っ
た。

避難確保計画の策定及び
訓練の実施を 呼びかけ
る 。

要配慮者利用施設におい
て、 避難確保計画に基づ
く 避難訓練の実施。

和歌山県身体障害者連盟
主催の幹部研修会におけ
る 講演依頼を 受けてR8年2
月に講演を 予定し てい
る 。

・ 要配慮者利用施設管理
者への出前講座を 実施し
ている 。 。

要配慮者利用施設におけ
る 避難確保計画の作成支
援の実施。

実施済 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中

自主防災活動の手引き 作
成。

地域の自主防災組織が行
う 訓練や資機材等の整備
などの活動を 自主防災組
織育成事業等補助金によ
り 支援。

自主防災組織によ る 避難
訓練の実施。

各自主防災組織が行う 防
災訓練や資機材の整備な
どへの支援・ 協力を 実
施。

市内自主防災組織が行う
訓練等の支援実施。

・ 事務所HPにて、 自助・
共助・ 公助のオン ラ イ ン
学習動画等を 公開中。
・ 熊野川中学校において
防災授業を 実施中。

実施中 実施済 未実施 未実施 実施中 実施中 実施中 未実施 実施中 実施済

マイ ・ タ イ ムラ イ ン の作成
を 促進する ため、 市町村に
おける 「 避難対策ワーク
ショ ッ プ」 の開催を 支援。

ハザード マッ プの利用
（ 個人での記入等作業ヶ
所有） 推進によ る 個別の
計画作成。

本宮地域の洪水浸水想定
区域においては、 度々起
き る 浸水被害の実践的な
経験から 避難行動がほぼ
確立さ れている 。 市と し
ても 地域防災計画等によ
り 対応に当たっ ている 。

マン パワー不足によ り 各
地区の自主防災組織にて
タ イ ムラ イ ン の作成がで
き ない状況。 タ イ ムラ イ
ン や避難マニュ アルの策
定について、 県・ 国等に
よ る 支援を お願いし た
い。 （ R6）

県災害対策本部及び熊野
地方部における タ イ ムラ
イ ン の作成。

井田地区風水害タ イ ムラ
イ ン の作成。 （ １ 地区５
自主防災組織）

R4年度は井戸川流域で
「 Myまっ ぷラ ン ＋」 を 実
施し マイ タ イ ムラ イ ン 作
成。 R5年度は紀和町板屋
川流域で実施。 R6年度は
飛鳥町大又川流域で風水
害対策の講話・ ワーク
ショ ッ プを 実施。

実施する 機会がなかっ
た。

台風時、 紀宝町タ イ ムラ
イ ン 連携会議にて気象説
明を 実施し ている 。

高齢者福祉施設のタ イ ム
ラ イ ン 作成支援。

実施中 実施済 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中

・ プッ シュ 型で情報発信が
可能な防災ポータ ルアプリ
「 和歌山県防災ナビ 」 を 開
発。
・ X（ 旧Twi t t er ） を 活用し
た情報発信。

SNS（ LI NE、 Facebook、 X
（ 旧Twi t t er ） など） によ
る 防災情報の発信。

防災メ ールや市公式SNS等
で防災情報を 提供。

ラ イ ン を 活用し た情報連
絡の実施。 （ R6）

県災害対策本部によ る SNS
（ X（ 旧Twi t t er ） 等） の
運用。

防災行政無線と 連携し た
SNS（ LI NE、 メ ールなど）
やテレ ビ によ る 情報発
信。

防災行政無線と 連携し た
SNS（ LI NE） によ る 情報発
信を 実施。

気象庁では、 X（ 旧
Twi t t er ） において最新の
防災情報の発信、 yout ube
においては記者会見の録
画を 共有し ている 。

気象庁では、 X（ 旧
Twi t t er ） において最新の
防災情報の発信、 yout ube
においては記者会見の録
画を 共有し ている 。

事務所Twi i t er で水防警
報、 洪水予報、 発信時や
一定雨量以上等の雨量情
報等を 提供。

-

-

-

- -

8
平時からの適切な避難行動に資
する取組の推進

●

- - -● ○ ● ● ○ ●7
防災意識の向上に資する出前講
座や水災害教育等の推進

● ● ●

10
共助に関する取組事例の共有、
取組強化

-

● ●

- - -● ○ ● - ○ ○

●

9
要配慮者利用施設における避難
確保計画の作成促進や避難の実
効性確保に資する取組の推進

〇 ● ●

- -- ●

12
SNS等を活用したリスクコミュニ
ケーションの検討

●

● ●

- - -● ● ● ● ○ ●

●

11
コミュニティタイムラインやマイ・タ
イムラインの普及・促進

● ● ●

- -- ●

- -● ● ● ● ● -● ●

基礎継続
継続的に

実施
▼出前講座・ 防災
授業等の実施

発展
継続的に

実施

▼SNS等を 活用し た
即時性の高い情報
発信・ 共有・ 活用
方策の検討

-● - ○ -

● ○ ○ -基礎継続
継続的に

実施

▼避難訓練・ 防災
訓練、 ▼避難対策
ワーク ショ ッ プ、
▼まる まち 、 ▼避
難誘導表示版設
置、 等

●

応用
継続的に

実施

▼紀宝町地区タ イ
ムラ イ ン の展開、
▼マイ ・ タ イ ムラ
イ ン の作成支援

基礎継続
継続的に

実施

▼要配慮者利用施
設管理者への説明
会、 ▼要配慮者利
用施設での避難確
保計画の作成、 ▼
避難訓練の実施

基礎継続
継続的に

実施

▼自主防災活動の
手引き 作成、 ▼自
主防災組織が行う
訓練等の支援

- -

- -

- -

- -

- -

- -

-

-

-

-

-

-
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【取組機関・オブザーバー】 【種別】　

　・基礎継続：これまでに実施してきた取組の継続・更新

　・応用：これまでに実施してきた取組を応用させた取組で、具体の取組内容が概ね定まっており、目標期間内に適宜進めていく取組

　・発展：これまでに実施してきた取組を発展させた取組で、具体の取組内容は未定であり、検討、調整を経て、進めていく取組

【種別】

　　●：取組対象（主体）　○：取組対象（支援・協力）　　-：取組対象外

基礎継続 ：既存の取組項目を継続（既存取組項目名称の一部更新、既存取組項目の集約を含む）

応用 ：既存の取組項目から、新規取組の追加等を行い、発展

新規 ：新規の取組項目として追加

近
畿
地
整

電
源
開
発

関
西
電
力

J
R
西
日
本

取組内容

近
畿
地
整

新
宮
市

田
辺
市

北
山
村

三
重
県

紀
宝
町

熊
野
市

気
象
台

取組項目

取組機関 オブザーバー

和
歌
山
県

J
R
西
日
本

種別
目標
時期

取組事例・
取組イ メ ージ

津
地
方
気
象

台

新
宮
市

田
辺
市

北
山
村

三
重
県

電
源
開
発

関
西
電
力

紀
宝
町

熊
野
市

和
歌
山

地
方
気
象
台

和
歌
山
県

　　　※取組対象（主体）は、取組の実施・検討に努める機関であり必ずしも必須ではない

オブザーバー

実施中 実施済 実施中 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中

市町村が実施する 避難路整
備や避難所に必要な物資の
整備費用に対し て「 わかや
ま防災力パワーアッ プ補助
金」 にて支援。

避難所装備（ 感染症対
策） の充実、 多様な避難
先の確保（ ホテル避難へ
の補助） 。

避難所内の設備充実。
感染症対策備品の備蓄。
（ R5）

県補助金によ り 各市町に
おける 避難所の感染防止
対策に必要な資機材の整
備について支援する 。

・ 避難所環境整備と し
て、 エアーベッ ド ・ 水循
環型シャ ワー・ プラ イ バ
シーテン ト ・ 給水拠点タ
ン ク ・ 雨水タ ン ク ・ 備蓄
倉庫を 整備。
・ 鮒田地区の高台へ避難
所兼消防車庫を 整備。

簡易ト イ レ 、 間仕切り 、
簡易ベッ ド など感染症対
策を 考慮し た避難所施設
の充実を 図る 。

掘削土砂の受入地と し
て、 高台を 整備。

実施中 実施済 実施済 実施済 実施中 実施中 実施中 未実施

「 市町村避難所運営マニュ
アル作成モデル」 を 策定
し 、 感染症拡大防止等を 考
慮し た避難所運営について
市町村に周知。

避難所の感染症対策マ
ニュ アルの作成と それに
基づく 避難所設置・ 受入
訓練の実施。

避難所運営マニュ アルを
改訂し 、 避難所の感染症
対策に配慮し た避難所訓
練の実施。

更新完了し たので、 訓練
の検討中。 （ R5）

県が作成する 「 避難所運
営マニュ アル策定指針」
等に基づき 、 各市町の感
染防止対策を ふまえた避
難所運営の実施を 支援す
る 。

井田小学校避難所、 及び
神内小学校避難所運営マ
ニュ アルの見直し 。

紀和町板屋川流域で感染
症拡大防止を 考慮し た避
難所運営マニュ アル作成
（ R4） 、 有馬小学校避難
所運営マニュ アルを 作成
（ R5） 、 有馬中学校、 旧
甫母分校避難所運営マ
ニュ アルを 作成（ R6） 、
飛鳥小学校、 飛鳥中学校
避難所運営マニュ アルを
作成（ R7） 。

-

● ● - - -● 〇 ● ● - ○ -13
感染症拡大防止等を考慮した避
難施設（民間施設等を活用した
緊急的な避難先を含む）の充実

○

-- -〇 ● ● -

-

14
感染症拡大防止を考慮した防災
行動計画や避難計画等の更新と
訓練の実施

○ ● ● ●

応用
継続的に

実施

▼避難所・ 避難路
の整備、 ▼高台整
備、 ▼避難所内の
設備充実

応用
継続的に

実施

▼避難計画、 タ イ
ムラ イ ン の更新、
▼感染症拡大に配
慮し た避難所訓練
の実施

○ - -

- -

- -

-

-
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■熊野川減災協議会　取組項目進捗状況アンケート結果（R7）

【取組機関・オブザーバー】 【種別】　

　・基礎継続：これまでに実施してきた取組の継続・更新

　・応用：これまでに実施してきた取組を応用させた取組で、具体の取組内容が概ね定まっており、目標期間内に適宜進めていく取組

　・発展：これまでに実施してきた取組を発展させた取組で、具体の取組内容は未定であり、検討、調整を経て、進めていく取組

【種別】

柱②：情報の一元化や情報発信の見える化等による情報伝達体制の高度化・効率化

実施中 実施済 実施済 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 実施済

・ 和歌山県防災ナビアプ
リ で、 河川水位情報、 土
砂災害危険度情報等を配
信。
・ 防災わかやまウェ ブ
ページで指定河川洪水情
報を配信。
・ 防災わかやまメ ールで
河川洪水予報、 河川水位
情報を配信。
・ 緊急速報メ ールで避難
情報を周知する。 （ 指定
河川洪水警報が発表さ
れ、 併せて避難情報が発
表さ れ、 該当市町村から
の配信の要望があっ たと
き 配信）
・ X（ 旧Twi t t er ） を活用
し た情報発信。

避難情報等の緊急速報
メ ールのプッ シュ 型情報
提供、 SNS等での情報提
供。

防災メ ールや市公式SNS等
で防災情報を提供。

ラ イ ンを活用し た情報提
供を行っ ている。

メ ールやSNSでの情報提
供。

防災行政無線と 連携し た
SNS（ LI NE、 メ ールなど）
やテレビによる情報発
信。 さ ら に防災タ ブレッ
ト を全自主防災組織の代
表に配布し 、 最新の防災
情報を簡単にいち早く 得
るこ と が可能。

防災行政無線と 連携し た
SNS（ LI NE） による情報発
信を実施。

民間事業者と 連携し て、
自分が登録し た地域がキ
キク ルで危険度が高まっ
た場合や警報等が発表さ
れた場合に自動で通知す
るサービスを提供し てい
る。

気象庁の防災情報提供シ
ステムにおいて、 メ ール
によるプッ シュ 型の防災
情報の提供を行っ てい
る。

・ 氾濫危険情報を出す際
に緊急速報メ ールを実
施。
・ 事務所X（ 旧Twi t t er ）
で水防警報、 洪水予報、
発信時や一定雨量以上等
の雨量情報等を提供。

実施中 実施済 実施済 実施済 実施中 実施中 実施済

・ 「 和歌山県河川／雨量
防災情報」 で、 リ アルタ
イ ムの水位や避難判断水
位等の情報及びカ メ ラ 画
像を配信中。
・ 熊野川（ 本宮区間） 大
居、 熊野川（ 日足区間）
宮井及び北山川七色に河
川監視カ メ ラ を設置済
み。 今後、 必要に応じ 追
加設置を検討。

河川監視カ メ ラ の整備（ 9
台） 内2台の外部公開。
（ HP上）

水位計・ 河川監視カ メ ラ
等の整備。

ダム湖の水位を確認する
ための監視カ メ ラ を設置
し ている。

危機管理型水位計・ 簡易
型河川監視カ メ ラ を整
備・ 配信する。

紀宝町防災情報共有シス
テムにより 、 町内11台の
監視カ メ ラ や雨量、 水
位、 ダム放流量など最新
の情報を配信し ており 、
全自主防災組織の代表に
配布し ている防災タ ブ
レッ ト で簡単にいち早く
情報を得るこ と が可能。

・ 危機管理型水位計・ 簡
易型河川監視カ メ ラ の整
備・ 配信済。
・ 避難目安水位ラ イ ン
（ 成川・ 高岡・ 下田） の
整備・ 周知済。

実施中 実施済 実施中 未実施 実施中 実施中 実施中 実施済 実施中 実施済 実施済 未実施 実施済

・ 水防計画により 水防資
機材の状況や取組を共有
する仕組みと し て構築。
・ 水防資機材の情報は、
毎年水防計画書を更新
し 、 その度共有。

平時から の河川管理者と
の情報共有等。

関係機関の減災に資する
平時から の取組、 洪水時
の対応状況、 水防資機材
の状況等の情報共有を
図っ ている。

・ 防災無線やラ イ ンでの
周知を行っ ているが、 今
後はDXなど活用し た効果
的な情報の配信について
検討が必要。
・ 配信でき る仕組み、 シ
ステムの構築の面でも
国・ 県の支援をお願いし
たい。 （ R6）

水防資機材の備蓄状況
や、 洪水時の対応状況等
の情報は水防計画で共有
する仕組みと し ており 、
毎年更新を行っ ている。

平時から 河川管理者と の
情報共有を行う と と も
に、 洪水時には、 タ イ ム
ラ イ ンに基づく 連携会議
による危機感共有を実
施。

R4年度防災情報集約シス
テムを導入し た。

気象台と 河川管理者と 共
同で、 洪水演習を実施し
ている。

毎年、気象台と河川管理
者と共同で、洪水演習を
実施している。

洪水予報連絡会幹事会
（ 対面） による関係機関
と の洪水情報等の共有を
実施。

・ ダム放流に関する情報
伝達ルート 多重化( 2013開
始～2016完了)
・ ダム放流に関する通
知・ 通報先( 行政 4箇所、
警察・ 消防 5箇所) を追
加。 ( 2012. 9完了)
・ 放流量による警報サイ
レン吹鳴頻度を増加。
( 2013開始～2015完了)

関西電力と し て各管理者
の情報を配信する仕組み
の必要性はない。

日本気象協会から 鉄道設
備に関わる河川等の氾濫
予測の提供と 、 説明会や
訓練等を実施し 、 効果的
に活用でき るよう に仕組
化し ている。

実施済 実施済 実施中 実施中 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 実施済 実施中

「 和歌山県河川／雨量防
災情報」 で、 水位情報や
カ メ ラ 画像を一元化し て
効率的・ 実用的に配信
中。

関係機関が集約し た情報
サイ ト を避難情報発出の
際などに活用。

県の防災情報と 市の観測
データ を組み合わせて市
の避難判断等に活用中。

県の情報、 電源開発の洪
水時の放流量の情報を基
に避難情報を発信し てい
る。 （ R6）

川の防災情報へ雨量・ 水
位等の情報を掲載する。

水防災オープンデータ 提
供サービスを活用し 、 紀
宝町防災情報共有システ
ムにより 、 雨量・ 水位・
ダム放流等の一元化を行
い、 情報発信を実施。

熊野市ホームページにて
各機関の情報を「 台風接
近時に伴う 緊急情報リ ン
ク 集」 と し て掲載し てい
る。 （ R6）

気象庁の洪水キキク ルと
国交省の水害リ スク ラ イ
ンの表示を統合するこ と
で危険度情報を一体的に
発信し ている。

気象庁の洪水キキク ルと
国交省の水害リ スク ラ イ
ンの表示を統合するこ と
で危険度情報を一体的に
発信し ている。

川の防災情報における情
報提供。

・ 国土交通省「 川の防災
情報」 へダム情報を提
供。 ( 2012. 6完了)
・ 和歌山県「 和歌山県情
報館 雨量水位情報」 は上
記を経由。 ( 同年10月か
ら )

「 既存ダムの洪水調節機
能の強化に向けた基本方
針」 に基づき 、 河川管理
者へのダム情報の整備
（ 情報の発信） を検討、
協議中。

実施中 実施済 未実施 実施中 実施中

・ 二津野ダム、 小森ダ
ム、 七色ダム、 池原ダム
（ 電源開発( 株) ） の放流
見込み情報をFAXで共有
し 、 関係機関で共有。
・ 今後、 国から の予測水
位の情報提供を受け、 ダ
ム放流を見込んだ水位予
測を検討。

ダム洪水調節機能協議会
に参画し 、 協議会の中で
検討する。

-

・ 関係機関への通知・ 通
報時にダム放流量の見通
し ( 増加、 横ばい、 減少)
を連絡。 （ 従前より 実
施）
・ 数時間後の予測ダム放
流量について、 降雨・ 流
入予測技術の高度化を見
据えながら 継続検討中。

ダム操作規程に基づき 関
係機関に通知、 通報を実
施。

　　●：取組対象（主体）　○：取組対象（支援・協力）　　-：取組対象外

取組内容

和
歌
山
県

新
宮
市

北
山
村

三
重
県

紀
宝
町

津
地
方
気
象
台

近
畿
地
整

-

-

▼熊野川流域での雨
量・ 水位・ ダム放流
等の一元化、 ▼各情
報の効率的・ 実用的
な活用方法の検討

応用
継続的に

実施

▼ダム放流見込みに
よる下流区間水位の
影響検討、 ▼今後の
ダム放流見込みの共
有方法の調整・ 検討

- ● -

〇

〇 〇 -

〇18

19
ダム放流による水位変動見込み
等の情報提供の検討

● - - - ●

応用
雨量・水位・ダム放流情報等の一
元化の検討

●
継続的に

実施
● ● ● ●

●

●● ●

田
辺
市

熊
野
市

新
宮
市

田
辺
市

北
山
村

三
重
県

紀
宝
町

熊
野
市

気
象
台

種別
目標
時期

取組事例・
取組イ メ ージ

和
歌
山
県

基礎継続 ：既存の取組項目を継続（既存取組

応用 ：既存の取組項目から、新規取組の

新規 ：新規の取組項目として追加

取組機関 オブザーバー

近
畿
地
整

電
源
開
発

関
西
電
力

J
R
西
日
本

▼緊急速報メ ール等
のプッ シュ 型での情
報提供、 ▼SNS等で
の情報提供

16
避難行動、水防活動に繋がる観
測施設（水位計、雨量計、河川監
視用カメラ）等の整備・配信

● ● ●

- - -● ● ● ● ●

● -

▼危機管理型水位
計・ 簡易型河川監視
カ メ ラ 等の整備・ 配
信、 ▼避難目安水位
ラ イ ンの整備・ 周知

● ● ● - - -

取組項目

--

和
歌
山

地
方
気
象
台

●

-- --

15
ICT等を活用した効果的な情報提
供の継続・推進

● ● ●基礎継続
継続的に

実施

17
各管理者の情報を効果的に配信
できる仕組みの必要性の確認と
構築

● ● ●

基礎継続
継続的に

実施

-

応用
継続的に

実施

▼関係機関の減災に
資する平時から の取
組、 洪水時の対応状
況、 水防資機材の状
況等の情報を共有す
る必要性や仕組みの
確認・ 構築

● ● ● ● ●

-

〇 〇 〇

-

●

　　　※取組対象（主体）は、取組の実施・検討に努める機関であり必ずしも必須ではない

オブザーバー

- - -

-

-

電
源
開
発

関
西
電
力

J
R
西
日
本

- -

-

--

4/8



【取組機関・オブザーバー】 【種別】　

　・基礎継続：これまでに実施してきた取組の継続・更新

　・応用：これまでに実施してきた取組を応用させた取組で、具体の取組内容が概ね定まっており、目標期間内に適宜進めていく取組

　・発展：これまでに実施してきた取組を発展させた取組で、具体の取組内容は未定であり、検討、調整を経て、進めていく取組

【種別】

　　●：取組対象（主体）　○：取組対象（支援・協力）　　-：取組対象外

取組内容

和
歌
山
県

新
宮
市

北
山
村

三
重
県

紀
宝
町

津
地
方
気
象
台

近
畿
地
整

田
辺
市

熊
野
市

新
宮
市

田
辺
市

北
山
村

三
重
県

紀
宝
町

熊
野
市

気
象
台

種別
目標
時期

取組事例・
取組イ メ ージ

和
歌
山
県

基礎継続 ：既存の取組項目を継続（既存取組

応用 ：既存の取組項目から、新規取組の

新規 ：新規の取組項目として追加

取組機関 オブザーバー

近
畿
地
整

電
源
開
発

関
西
電
力

J
R
西
日
本

取組項目 和
歌
山

地
方
気
象
台

　　　※取組対象（主体）は、取組の実施・検討に努める機関であり必ずしも必須ではない

オブザーバー

電
源
開
発

関
西
電
力

J
R
西
日
本

実施中 未実施 実施中 実施中 実施中

・ 熊野川において、 洪水
予報（ 水位予測） を行
い、 出水時に関係機関へ
周知。
・ 今後、 国から の予測水
位の情報提供を受け、 予
測の長時間化をするこ と
で、 避難や水防に活用す
るこ と を検討中。

今後、 国から の予測水位
の情報提供を受けたあ
と 、 活用を検討する。

雨量予測データ を提供し
ている。

洪水予報河川における流
域平均雨量データ を国交
省に共有し ている。

水害リ スク ラ イ ンにおけ
る水位予測。

実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施済

地域防災計画への鉄道事
業者の防災行動計画の記
載・ 検討。

鉄道事業者と の連携によ
る社会的被害最小化に繋
げる方策について検討。

雨量予測データ を提供し
ている。

鉄道事業者に対し 、 防災
情報の利活用や入手方法
について勉強会を実施し
ている。

流域タ イ ムラ イ ンによる
県区間等の拡充等で鉄道
事業者と の参画を検討
し 、 水位見通し の提供等
を検討。

日本気象協会から 鉄道設
備に関わる河川等の氾濫
予測提供と 、 車両避難計
画を予め策定し 、 被害の
最小化に繋がるよう にし
ている。

実施中 実施済 実施済 実施中 未実施 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 実施済 未実施

・ Ｒ 7. 8. 21に『 第7回和歌
山県域メ ディ ア連携協議
会及び勉強会』 を実施
し 、 河川情報提供に係る
協議を行っ た。
・ 切迫し た水害時を想定
し 、 報道訓練や中継訓練
の実施、 及び専門職員の
解説について検討中。

防災情報システムのLア
ラ ート 情報連携機能によ
る情報提供。

・ 総合防災情報システム
のLアラ ート 情報連携機能
による情報提供を実施済
み。
・ 避難情報発令時に、 河
川氾濫の危険性のため等
の発令理由を付し て情報
提供を実施し ている。

・ テレビ和歌山の「 シ
リ ーズ防災」 にて孤立対
策の紹介を行っ た。
・ 河川監視用のカ メ ラ は
設置済だが、 情報発信に
ついては今後の課題。
国・ 県において、 方針を
示し ていただき たい。
（ R6）

検討中。

ケーブルテレビと の連携
により 、 防災行政無線か
ら 流れる気象や避難等の
防災情報、 防災メ ールの
内容をケーブルテレビを
通じ て発信。 （ R6)

・ ZTVコ ミ ュ ニティ チャ ン
ネルで河川のラ イ ブカ メ
ラ 映像が視聴可能と な
る。 （ R6）

・ 和歌山県メ ディ ア連携
協議会や防災イ ンフ ラ ツ
アーに参加し ている。
・ R7年3月に和歌山県報道
各社と の勉強会を実施し
た。 （ R6）

毎年、 NHKと の意見交換会
にて、 勉強会を実施し て
いる。

・ 和歌山県域メ ディ ア連
携協議会を実施中。
・ メ ディ ア機関と の報道
訓練をR7. 12、 R8. 1に実施
予定。

・ ダム放流量等の情報を
関係行政等へ提供済。
（ 2022年）
・ 上記取組の他、 具体的
計画はない。

関西電力と し て主体的に
実施する内容はない。

実施中 実施済 実施中 未実施 未実施 実施中 実施中 実施中

「 土砂災害警戒区域等の
360度動画」 をYouTubeで
公開。

ジオラ マ（ 国作成浸水モ
デル） の活用によるリ ス
ク 情報や治水事業効果の
周知

デジタ ルツイ ンプロジェ
ク ト の活用により 情報の
見える化を図り 災害対応
力を強化。

ハザード マッ プの3次元
化・ VR技術の活用などに
ついて、 支援し ていただ
き たい。 （ R6）

現時点では作成予定な
し 。

VR（ 仮想現実） やAR（ 拡
張現実） などのデジタ ル
技術を使っ た防災訓練や
避難支援の実用化に向
け、 中央大学と 共同研究
を実施中。

・ 建物や道路などの空間
情報の３ Dデータ と 津波・
浸水などの災害ハザード
情報を重ね合わせて表示
するシステムを構築し 、
防災啓発に取り 組んでい
る。
・ 浸水多発地域にワンコ
イ ン浸水センサを設置
し 、 避難情報発信や通行
規制の迅速化を図る。
（ R6）

３ 次元化浸水想定区域の
作成、 DXルーム（ 事務
所、 出張所） の活用。

-

▼メ ディ アと の連携
による切迫し た河川
情報の配信、 呼びか
けの工夫、 ▼『 和歌
山県域メ ディ ア協議
会（ 仮称） 』 での取
組検討・ 実践

発展
継続的に

実施

▼ハザード マッ プの
3次元化、 ▼VR技術
の活用

-応用
継続的に

実施

継続的に
実施

23
リスク情報や治水事業効果の見
える化

● ● ●

21
鉄道事業者との連携による社会
経済被害最小化に繋げる検討及
び実践

- ○ -

22

- -- ●

応用
メディアとの連携による避難に資
する河川情報提供の検討及び実
践

● ● ●

● ● ● ●

●
継続的に

実施
〇 -● ● ● ● 〇●

-

▼幅を持っ た水位予
測、 ▼予測の長時間
化、 ▼リ アルタ イ ム
氾濫予測、 ▼ダム運
用、 避難、 水防等で
の活用検討

-○ ●

● - -

- - ○ -

--

- -

- -● -

応用

▼洪水予測の鉄道事
業者への提供、 ▼鉄
道事業者の防災行動
計画作成支援

- - ● ●20
洪水予測の周知・活用と予測技
術の向上（水位予測、氾濫予測、
長時間予測等）

-

-- 〇

-- -

-

- - - - -

- -

- - -
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■熊野川減災協議会　取組項目進捗状況アンケート結果（R7）
【取組機関・オブザーバー】 【種別】　

　・基礎継続：これまでに実施してきた取組の継続・更新

　・応用：これまでに実施してきた取組を応用させた取組で、具体の取組内容が概ね定まっており、目標期間内に適宜進めていく取組

　・発展：これまでに実施してきた取組を発展させた取組で、具体の取組内容は未定であり、検討、調整を経て、進めていく取組

【種別】

柱③：地域との連携強化による迅速かつ効果的な水防活動の実践

実施済 実施済 実施中 実施中 実施済 実施済 実施中 実施中

配布の戸別受信機によ る
情報伝達確認。 （ 月1回）

連絡体制の確認、 情報伝
達訓練。

消防団員用にエルガナを
導入し て連絡体制を 強化
する 予定。

・ LI NEやエルガナによ る
連絡を 主と し 、 火災等の
発生情報はメ ールにて配
信。
・ 活動中は、 移動系無線
機を 活用。

・ 方面隊訓練の中で情報
伝達訓練も 実施し てい
る 。
・ 年度初めに消防団幹部
の連絡先確認を 行っ てい
る 。
・ 火災等の事案発生情報
を 消防団幹部へメ ール配
信し ている 。

洪水予報の部外伝達演習
を 実施し ている 。

毎年、 気象台と 河川管理
者と 共同で行う 洪水演習
に併せて、 関係機関の伝
達訓練も 行われる 。

洪水予報連絡会幹事会や
水防警報等を 通じ て確
認・ 強化し ている

実施中 実施済 実施済 実施中 実施中 実施中 実施済 実施中

・ 新宮建設部にエン ジン
ポン プを 配備済み。
・ １ ～２ か月毎に動作確
認を 実施し 、 必要に応じ
燃料等の補充。
・ その他水防資材も 、 定
期的に必要数や在庫を 確
認し ている 。

必要な水防資機材の確
認・ 検討・ 補充。

必要な資機材の確認・ 検
討・ 補充。

各地区に土嚢など水防資
材を 配置し ている 。

年に1回程度保有数を 確認
し 、 必要に応じ て補充す
る 。

水防資機材の確認・ 点検
を 行う と と も に、 必要に
応じ て補充。

ラ イ フ ジャ ケッ ト を 各分
団に配布し ている 。

必要な水防資機材の確
認・ 補充を 実施。

実施済 実施済 実施済 実施中 実施済 実施中 実施中 実施済 実施中 実施済

R4. 5. 28 国、 県、 市町
村、 消防団等の関係機関
と 熊野川総合水防演習を
実施。

総合水防演習への参加。
消防団における 水防訓練
の実施。

R4. 5. 28 国、 県、 市町
村、 消防団等の関係機関
と 熊野川総合水防演習を
実施。 （ R5）

R4に近畿地整、 和歌山
県、 関係市町村等と 連携
し 、 熊野川総合水防演習
を 実施。

今年度においては、 水防
訓練の予定なし 。

今年度の実施予定はな
し 。 （ R6）

洪水予報の部外伝達演習
を 実施し ている 。

R6年度の雲出川において
開催さ れた三重四川連合
総合水防演習に参加し て
いる 。

・ 今年度は実施無し 。
・ 熊野川総合水防演習の
実施。 （ R4）

実施済 実施済 実施中 実施中

水防活動、 避難経路等を
踏まえた避難場所の検
討、 確保、 退避基準の設
定。

-（ R6）

・ 活動時の避難場所は定
めていないが、 安全第一
を 最優先に活動。
・ 台風等風水害時は、 町
タ イ ムラ イ ン に基づき ゼ
ロ アワーを 設定する こ と
で、 最も 危険な時には、
完全退避を 実施。

水防活動時における 避難
場所の定めは行っ ていな
いが、 各分団で安全確保
に努めていただいてい
る 。 （ R6）

実施済 実施済 実施済 実施中 実施中

消防団の募集促進、 ホー
ムページ、 広報誌への掲
載。

ポスタ ー掲示及び配付HP
等での広報。

消防団員は条例定数で８
０ 人と なっ ている が、 ほ
ぼ定員を 満たし ている 。
（ R6）

消防団の募集促進、 広報
誌への掲載等を 実施。

主に各分団長に地域で入
団の促進を 行っ ていただ
いている 。

実施済 実施済 実施済 実施中 実施済 実施中

関係者によ る 重要水防箇
所や水防資機材等の現地
確認。

関係者によ る 重要水防箇
所や水防資機材等の現地
確認。

消防団によ る 機材の点検
等。 （ R6）

関係者によ る 重要水防箇
所の現地確認や各分団に
よ る 水防資材の点検を 実
施。

各分団によ り 年１ 回資機
材点検を 実施し ている 。

洪水予報連絡会幹事会及
び事務所Ｈ Ｐ 、 県水防計
画に重要水防箇所の更新
周知を 実施。

実施中 実施済 実施済 実施済 実施中

・ 本庁、 振興局庁舎にお
いては、 水害時でも 災害
対応でき る よ う 説明し 、
対応済み。 （ 浸水想定区
域内であっ ても 本部機能
は２ 階以上に置く など）
・ 水害リ スク 情報の空白
域に向け、 洪水予報河川
や水位周知河川以外の一
級河川及び二級河川の洪
水浸水想定区域図を 作成
後、 関係市町村に提供し
情報共有済み。

No4の情報も 含めた情報共
有と それを 踏まえた研修
等の実施。

洪水ハザード マッ プ等の
情報提供。

洪水ハザード マッ プ情報
の共有については、 職員
で共有でき ている 。
（ R6）

洪水防災ハザード マッ プ
などの情報提供を 実施。

実施済 実施済

防災拠点施設を 整備済。
本局の庁舎移転実施。
（ 大手前合同庁舎）

-

-

-

津
地
方
気
象

台

近
畿
地
整

▼地域（ 行政、 消
防団等） での水防
演習の実施、 ▼流
域での多機関連携
によ る 水防演習の
実施

基礎継続
継続的に

実施

- -

- - -

基礎継続
継続的に

実施

▼必要な水防資機
材の確認・ 検討・
補充

- - -

● ● ●基礎継続

-

　　●：取組対象（主体）　○：取組対象（支援・協力）　　-：取組対象外

-

- -

- - -

-

取組内容

和
歌
山
県

新
宮
市

北
山
村

三
重
県

紀
宝
町

熊
野
市

和
歌
山

地
方
気
象
台

継続的に
実施

- -

-

--

-

-

-

- - - - - -- - -- - ● - - ●応用
継続的に

実施

▼施設の建て替
え、 ▼防災拠点施
設の整備

● ●基礎継続
継続的に

実施

▼No4の情報も 含め
た情報共有、 ▼管
理者への水災害リ
スク 情報の説明

▼水防活動、 避難
経路等を 踏まえた
避難場所の検討、
確保

基礎継続
継続的に

実施

▼消防団の募集促
進、 ▼ホームペー
ジ、 広報誌への掲
載

基礎継続
継続的に

実施

▼関係者によ る 重
要水防箇所や水防
資機材等の現地確
認、 ▼重要水防箇
所の更新・ 周知

●

- - -

- ● ● ●

31
大規模水災害発生時の庁舎等の
機能維持及び重要資機材への影
響の確認と有効な対策の実施

- - -

- -- ● - - - -30
庁舎、災害拠点病院等に関する
水害リスク情報の共有

● ●

- -- ● ● - - -28
水防協力団体の募集・指定を促
進

-

27 消防団等の避難場所の確保 - ● -

29
消防団や地域住民が参加した重
要水防箇所及び水防資材の共同
点検等の実施

- ● ●

関係機関と連携した実働水防演
習の実施・継続

●

●

- -

● - ● ● - ●

- ● ●

田
辺
市

-● ● ● ● - -

-● -- ● ● ● ●

-

基礎継続 ：既存の取組項目を継続（既存取組

応用 ：既存の取組項目から、新規取組

新規 ：新規の取組項目として追加

北
山
村

三
重
県

紀
宝
町

熊
野
市

気
象
台

24

-

- - -

消防団等への連絡体制の定期的
な確認と伝達訓練の実施

- ● ●基礎継続
継続的に

実施

▼消防団と の情報
伝達訓練、 ▼消防
団の連絡体制の確
認・ 強化

● ● ● ● ● -

25 必要な水防資機材の配備 ● ● ●

26

-

- -

オブザーバー

- - -

- - -

-

-

-

電
源
開
発

関
西
電
力

J
R
西
日
本

-

- -

-

-

-

　　　※取組対象（主体）は、取組の実施・検討に努める機関であり必ずしも必須ではない

- -

- -

取組項目

取組機関 オブザーバー

近
畿
地
整

電
源
開
発

関
西
電
力

J
R
西
日
本

種別
目標
時期

取組事例・
取組イ メ ージ

和
歌
山
県

新
宮
市

田
辺
市

-

-
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■熊野川減災協議会　取組項目進捗状況アンケート結果（R7）
【取組機関・オブザーバー】 【種別】　

　・基礎継続：これまでに実施してきた取組の継続・更新

　・応用：これまでに実施してきた取組を応用させた取組で、具体の取組内容が概ね定まっており、目標期間内に適宜進めていく取組

　・発展：これまでに実施してきた取組を発展させた取組で、具体の取組内容は未定であり、検討、調整を経て、進めていく取組

【種別】

柱④：氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策の推進

実施中 実施中 実施済 実施中

・ 熊野川： 整備計画区間
にて、 輪中堤、 河道掘削
を実施中。
・ 佐野川： 整備計画区間
にて、 護岸整備、 河道掘
削を実施中。

三越川の浚渫をR10まで実
施。

・ 熊野川（ 県管理区間）
については、 令和３ 年に
整備計画に基づく 河道掘
削を実施済み。
・ 令和４ 年度より 支川の
北山川等において河道の
維持掘削を実施済み。
・ 令和５ 年度は熊野川本
川（ 県管理区間） の紀和
町和気地区および支川の
板屋川にて河道掘削を実
施。
・ 令和６ 年度は熊野川本
川（ 県管理区間） の紀和
町和気地区にて河道掘削
を実施。
・ 令和７ 年度は熊野川本
川（ 県管理区間） の紀和
町和気地区にて河道掘削
を実施予定。

あけぼの・ 鵜殿地区河道
掘削の実施。

実施中 実施済

北山川において、 令和3年
度より 堤防強化事業に取
り 組んでおり 、 今後も 継
続し て実施する。

堤防天端の保護、 堤防裏
法尻の補強（ 危機管理型
ハード 対策） を実施済
み。

実施済 実施済 実施中 実施中

浮島川排水機場の排水機
能の強化のため、 補助ポ
ンプ整備済み。

雨水排水ポンプ増強
（ 2. 0m3/s） R6完成。

成川深谷地区浸水対策事
業を継続中。

市田川排水機場ポンプ増
強。

実施中 実施中

土石流等土砂災害の危険
性のある渓流等に砂防施
設を整備。

・ 流域内の４ 渓流におい
て砂防事業を実施中。
・ 令和６ 年度に１ 渓流完
了。

実施中 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中 実施中

・ 各協議会において構成
員と し て参画し 、 取組を
支援・ 協力。
・ 熊野川減災協議会。
（ R7. 1. 20）
・ 新宮川水系ダム洪水調
節機能協議会。
（ R6. 5. 27）
・ 熊野川の総合的な治水
対策協議会。 （ R7. 3. 17）
・ 熊野川流域治水協議
会。 （ R7. 1. 20）

雨水貯留浸透施設整備の
検討・ 実施。
（ 王子ヶ 浜小、 緑丘中、
蓬莱グラ ウンド →完了）

ダム管理者と 連携し た利
水ダム事前放流の運用。

電源開発において台風時
に事前放流を行っ てい
る。

利水ダム管理者と の連携
による事前放流の運用を
継続。

ダム管理者と 事前放流の
情報共有を実施。

ダム管理者と 事前放流の
情報共有を行っ ている。

新宮川水系洪水調節機能
協議会でダム管理者と 連
携し た利水ダム事前放流
の運用を実施。

・ 2012. 6から 自主的に放
流量を低減する運用「 暫
定運用」 を開始。
・ 2020. 5締結の治水協定
に基づく 事前放流を開
始。 （ 方法は暫定運用と
同じ ）

・ 令和2年5月： 治水協定
の締結。
・ 令和3年10月： 奥吉野発
電所治水協力実施要領の
策定、 提出。
・ 奥吉野発電所治水協力
実施要領に基づく 運用を
実施。

実施中

市田川排水機場周辺地域
の広域防災拠点化の可能
性を検討。

実施中 実施済 実施済 実施済 実施中 実施中 実施中 未実施

重要水防箇所の点検時、
通路と なる河川への昇降
路（ 搬入路） を併せて点
検。

搬入路等の検討。 搬入路の検討。
おく と ろ 道路3期工事によ
る実施中。 （ R5）

搬入路必要箇所の判断基
準はあるのか。 また、 堀
込河道区間においても 検
討は必要か。 （ R5）

搬入路等の検討。 搬入路等の検討。 （ R6） -

　　●：取組対象（主体）　○：取組対象（支援・協力）　　-：取組対象外

-

- - - - -

- -

- -

▼砂防堰堤の整備、
▼砂防施設の維持管
理

- - -

取組内容

和
歌
山
県

新
宮
市

北
山
村

三
重
県

紀
宝
町

熊
野
市

和
歌
山

地
方
気
象
台

- - - -

- -● ● ● - ● -応用
継続的に

実施

▼搬入路の検討、 ▼
搬入路の拡幅・ 補
強・ 新設等

●

〇 -〇

-

- ---

38
水防資機材の搬入路の検討及び
整備の実施

● ● ● ●

37
水防拠点・河川防災ステーション
の検討・調整及び整備の実施

- - -応用
継続的に

実施

▼河川防災ステー
ショ ン整備の検討・
調整・ 実施

-

〇

-36
利水ダム事前放流の実施や流域
での雨水貯留機能の向上

応用
継続的に

実施

▼ダム管理者と 連携
し た利水ダム事前放
流の運用、 ▼雨水貯
留浸透施設整備の検
討・ 実施

●〇 ● ●

- ● - - - -

- ● - -34
市田川流域大規模浸水対策など
内水対策（ハード対策）の実施

-

- - -

● ●

-

〇

● - -

〇 ● -

▼越水時に決壊し に
く い堤防構造の検
討・ 実施

基礎継続

● - - -

基礎継続
継続的に

実施

継続的に
実施

▼雨水排水ポンプの
整備、 ▼都市下水路
整備の検討・ 実施

33
粘り強い堤防整備等の危機管理
型ハード対策の検討・実施

35 砂防事業の継続

32
河道掘削・低水護岸整備・堤防整
備等の継続

● - ● -基礎継続

- -

継続的に
実施

▼熊野川（ 直轄区
間） 河道掘削、 ▼築
堤・ 護岸整備、 ▼沿
川道路・ 背後地嵩上
げ

-- - -

-● - - - ● -

発展
継続的に

実施
●

基礎継続 ：既存の取組項目を継続（既存取組

応用 ：既存の取組項目から、新規取組の

新規 ：新規の取組項目として追加

取組項目

取組機関 オブザーバー

近
畿
地
整

電
源
開
発

関
西
電
力

J
R
西
日
本

種別
目標
時期

取組事例・
取組イ メ ージ

和
歌
山
県

新
宮
市

田
辺
市

北
山
村

三
重
県

紀
宝
町

熊
野
市

--

-

-

〇

電
源
開
発

関
西
電
力

J
R
西
日
本

- -

- -

- -

-

-

- -

-

- -

- -

-

近
畿
地
整

-

-

- - -

- -

- -

-

-

　　　※取組対象（主体）は、取組の実施・検討に努める機関であり必ずしも必須ではない

オブザーバー

-

-

-

-

-

-

気
象
台

田
辺
市

-- - -

- - --

--

-

-

津
地
方
気
象
台
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■熊野川減災協議会　取組項目進捗状況アンケート結果（R7）
【取組機関・オブザーバー】 【種別】　

　・基礎継続：これまでに実施してきた取組の継続・更新

　・応用：これまでに実施してきた取組を応用させた取組で、具体の取組内容が概ね定まっており、目標期間内に適宜進めていく取組

　・発展：これまでに実施してきた取組を発展させた取組で、具体の取組内容は未定であり、検討、調整を経て、進めていく取組

【種別】

柱⑤：生活再建、社会経済活動を一刻も早く回復させるための排水活動・復旧・復興の実現

実施中 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中

浮島川排水機場の月2回の
動作確認、 月1回の電気設
備点検を 実施。

排水施設の点検、 維持管
理、 水門・ 樋門の操作研
修。

萩樋門、 排水ポン プ施設
の維持管理。

年に1回点検を 行う 。
毎年、 排水施設の点検・
維持管理・ 操作訓練等を
実施。

施設点検維持管理を 実
施、 緊急地震速報時での
水門・ 樋門の自動閉鎖訓
練を 実施、 樋門操作講習
会で水門・ 樋門操作を 実
施、 職員によ る 遠隔操作
訓練を 実施。

実施済 実施中 未実施 実施中 実施中

可搬式ポン プの点検及び
使用訓練。

萩水門の排水ポン プ設備
の定期点検を 実施。

自然流下で排水でき る の
で、 ポン プで排水し な
い。 （ R6）

・ 可搬式ポン プの点検、
操作訓練を 実施。
・ 女性消防団員によ る 可
搬式ポン プ操作訓練を ２
回実施。

排水ポン プ車の使用訓練
の実施。

実施済 実施済 実施済 未実施 実施中 実施済 実施中

災害廃棄物処理計画を 策
定済み。

災害廃棄物処理計画の策
定。 （ R3）

・ 令和3年6月に策定済
み。
・ R6年度に修正し たが、
今後必要に応じ 見直し て
いく

北山村地域防災計画に
も 、 大規模災害時の具体
的な指針と なる 災害廃棄
物処理計画を 策定する 、
と ある が策定さ れていな
い状況。 （ R6）

必要に応じ て三重県災害
廃棄物処理計画を 改定す
る 。

紀宝町災害廃棄物処理計
画の策定済。

熊野市災害廃棄物処理計
画策定済。

実施済 実施済 実施中 実施中 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中 実施済

・ R4. 5. 28 国、 県、 市町
村、 水防団等の関係機関
と 熊野川総合水防演習に
よ り 防災・ 災害復旧に係
る 連携強化を 図っ た。
・ 陸上自衛隊等も 参加の
「 和歌山県総合防災訓
練」 （ R7. 10. 15） を 実
施。

・ 平時から の情報共有・
連絡体制の確立。
・ 総合防災訓練の実施。
（ R3）

平時から の情報共有と 連
絡体制の構築し 、 防災訓
練等の実施し ている 。

R4. 5. 28 国、 県、 市町
村、 消防団等の関係機関
と 熊野川総合水防演習を
実施。 （ R5）

R4に近畿地整、 和歌山
県、 関係市町村等と 連携
し 、 熊野川総合水防演習
を 実施。

・ 平時から 、 消防団と の
情報共有を 行う と と も
に、 連絡体制も 整備済。
・ 紀宝町、 熊野市消防本
部、 陸上自衛隊中部方面
隊総監部衛生隊の合同に
よ る 救急医療・ 災害医療
にかかる 多機関合同訓練
を 実施。

平時から 自衛隊、 消防団
等と 情報共有を 行っ てい
る 。

R4. 5. 28 国、 県、 市町
村、 消防団等の関係機関
と 熊野川総合水防演習を
実施。 （ R5）

津地方気象台が毎年開催
し ている 「 防災情報みえ
連絡会」 において、 報道
機関を 含む関係機関に対
し 、 防災情報の普及・ 理
解の促進を 図っ ている 。

熊野川総合水防演習の実
施。 （ R4）

実施中 実施済 実施中 未実施 実施済 実施中 実施中 実施中

水害リ スク 情報の空白域
の解消に向け、 洪水予報
河川や水位周知河川以外
の一級河川及び二級河川
の洪水浸水想定区域図を
作成後、 関係市町村に提
供済み。

企業へのNo4の情報も 含め
た水害リ スク の情報提
供。

洪水ハザード マッ プ等の
情報提供。

マン パワー不足によ り 、
取り 組めていない現状。
Ｂ Ｃ Ｐ の作成または、 復
旧・ 復興に向けた支援を
お願いし たい。 （ R6）

水位周知河川以外のすべ
ての県管理河川における
洪水浸水想定区域図を 作
成し 、 関係市町に提供
済。

洪水防災ハザード マッ プ
などの情報提供を 実施。

市内事業所から 依頼が
あっ た場合には市作成の
ハザード マッ プを 提供
し 、 また問い合わせにも
対応し ている 。 （ R6）

災害情報普及支援室を 通
じ て実施中。

実施中 実施済 実施中 実施中 実施中 実施中

避難所生活について県で
市町村向け「 避難所運営
マニュ アル作成モデル」
を 作成し 、 市町村を 支
援。

被災者支援の取組事例の
収集・ 共有、 地域防災計
画の修正。 （ 支援内容
等）

被災者支援の取組事例の
収集・ 共有等。

市町の防災会議に出席
し 、 市町防災計画の策定
に関する 支援・ 協力を 行
う 。

仮設・ 復興住宅などの建
設用地を 整備。

県市町の防災会議におい
て、 県市町防災計画の策
定に関する 支援・ 協力を
行う 。

--〇 ● ● - 〇 - -

- - - -

-

-

- -

- -

-

-

-

-

-

　　●：取組対象（主体）　○：取組対象（支援・協力）　　-：取組対象外

三
重
県

紀
宝
町

和
歌
山

地
方
気
象
台

津
地
方
気
象

台

-- ● - - ● -

●

取組内容

和
歌
山
県

新
宮
市

北
山
村

-
災害廃棄物処理計画の策定・改
定

- -○ ● - - ○ -基礎継続
継続的に

実施

▼被災者支援の取
組事例の収集・ 共
有、 ▼支援内容の
検討

44
地域防災計画の被災者支援の検
証（避難所生活、仮設・復興住宅
及び避難所用地の確保等）

○ ● ● -

43
水害対応版BCP作成、企業に対
する作成支援

〇 ● ● ●応用
継続的に

実施

▼企業へのNo4の情
報も 含めた水害リ
スク 、 防災行動計
画等の情報提供

-● ● ● ● ● -42
災害復旧のための自衛隊・水防
団・報道機関との連携強化に資
する取組

● ● ● ●応用
継続的に

実施

▼平時から の情報
共有・ 連絡体制の
確立、 ▼大規模災
害発生を 見据えた
防災訓練等の実施

● ● ●

-

基礎継続
継続的に

実施

▼災害廃棄物処理
計画の策定、 ▼必
要に応じ た既存計
画の改定

-

- -● ● ● ● - -

基礎継続
継続的に

実施

継続的に
実施

▼排水施設の点
検、 維持管理、 ▼
水門・ 樋門の自動
化、 ▼排水施設の
耐水化、 ▼水門・
樋門の操作演習

▼排水ポン プ車配
置訓練の実施、 ▼
可搬式ポン プの使
用訓練、 ▼排水計
画の見直し

40 ●排水訓練の継続及び検証、改善 - ● ●

41

基礎継続 ：既存の取組項目を継続（既存取組

応用 ：既存の取組項目から、新規取組の

新規 ：新規の取組項目として追加

オブザーバー

J
R
西
日
本

近
畿
地
整

取組項目
和
歌
山
県

新
宮
市

田
辺
市

取組機関

種別
目標
時期

取組事例・
取組イ メ ージ

-

39
排水施設の確実かつ的確な運用
に資する施設整備・維持管理

● ●基礎継続

近
畿
地
整

熊
野
市

- ● ● - - ●

田
辺
市

電
源
開
発

関
西
電
力

- - -

北
山
村

三
重
県

紀
宝
町

熊
野
市

気
象
台

-

　　　※取組対象（主体）は、取組の実施・検討に努める機関であり必ずしも必須ではない

- -

- -

オブザーバー

- - -

-

-

-

-

電
源
開
発

関
西
電
力

J
R
西
日
本

- -

- -

- - -
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